目白学園遺跡出土品資料室の活用 by 藤川 恵梨
目白大学　総合科学研究
８号　2012年３月　73 ─ 81 73
ふじかわえり：情報教育研究室助手
目白学園遺跡出土品資料室の活用
A Consideration of Cooperation Activities of the Mejirogakuen 




In recent years, several university museums have been managed uniquely in cooperate with 
student volunteers and others. It becomes important to make up for each other's shortcomings 
of university museums and students and to evolve. By investigation of cooperation of internal 
university museums and students, I sorted out problems of it.  From this investigation, I tried 




































































































総　合 0 77 15 0 92 0 6 2 8 16 1 42 6 11 60 1 125 23 19 168
郷　土 0 51 4 0 55 0 7 1 0 8 1 430 21 0 452 1 488 26 0 515
美　術 0 172 206 0 378 7 31 28 18 84 2 201 235 2 440 9 404 469 20 902
歴　史 0 199 108 0 307 2 47 39 39 127 22 1,023 351 15 1,411 24 1,269 498 54 1,845
自然史 0 30 6 0 36 1 6 10 7 24 6 83 22 3 114 7 119 38 10 174
理　工 0 21 12 0 33 1 10 1 4 16 1 83 43 1 128 2 114 56 5 177
動物園 0 0 1 0 1 0 20 8 0 28 0 36 11 0 47 0 56 20 0 76
水族館 0 5 3 0 8 0 13 20 1 34 0 25 10 1 36 0 43 33 2 78
植物園 0 1 1 0 2 0 3 4 2 9 4 44 14 7 69 4 48 19 9 80
動水植 0 0 0 0 0 0 6 7 0 13 0 10 2 0 12 0 16 9 0 25


































































学科 性別 1年生 2年生 3年生 4年生 合計
社会情報学科
男性 6 6 11 6 29
女性 14 3 30 8 55
メディア表現
学科
男性 0 0 0 0 0
女性 0 0 5 3 8
合計 20 9 46 17 92
４　目白学園の資料室
１）目白学園遺跡出土品資料室
目白学園遺跡出土品資料室は、昭和58年
（1983年）に設立された。西武新宿線中井駅の
北西、徒歩８分。目白学園構内の佐藤重遠記念
館１階にある。展示面積は36.75㎡である。昭和
25年（1950年）に構内で３軒の竪穴住居跡が発
見され、以後調査が行われて住居跡や土器・石
器が多数発掘された。
その結果、妙正寺川・神田川流域では、縄文
時代中期、弥生時代後期、奈良時代にわたる拠
点的な集落のひとつであったことが判明した。
目白学園から中井御霊神社、落合公園にかけて
広がるこれらの遺跡は「落合遺跡」として数々
の文献に取り上げられているが、近隣には「目
白学園遺跡」として知られていている。出土品
資料室ではこれらの縄文・弥生・奈良時代の遺
物を約50 点展示している。また、新宿区教育委
員会の設定している新宿ミニ博物館としても登
録されており、見学希望者に対し無料開放して
いる。
２）ミニ博物館として
ミニ博物館には、染の里二葉苑、東京染もの
がたり博物館、須賀神社三十六歌仙絵、つまみ
かんざし博物館、十二社熊野神社の文化財、内
藤新宿太宗寺の文化財などがある（4）。
そして、目白学園遺跡出土品資料室は、近隣
の小学校からの団体見学受入も行なっており、
地域の子どもたちの郷土学習の一助ともなって
いる。
３）目白大学学生の目白学園遺跡出土品資料室
の認知度
「目白学園遺跡出土品資料室」についてのア
ンケート調査にて、毎日通学している正門を入
ってすぐの立地にも関わらず、学生の半数以上
が知らないと答え、学生の認知度が低いことが
分かった。（知っている44％、知らない51％、
無回答５％）（図３）
また、目白学園遺跡出土品資料室に実際に行
ったことがある学生は、より少なく20％に満た
ないことが分かった。（行った14％、行ったこ
とがない81％、無回答５％）（図４）
学外者の利用が増えているなかで、学内の学
生が利用する場としての活用方法があるのでは
ないだろうか。
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図３　目白学園遺跡認知度
目白学園遺跡出土品資料室に行ったことがありま
すか
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図４　目白学園遺跡出土品資料室認知度
４）目白学園遺跡フェスタ
目白研心中学校・高等学校で「目白学園遺跡
フェスタ」が毎年夏休みに開催されている。「目
白学園遺跡フェスタ」の目的について、フェス
タ開催に中心的な役割を果たした福井延幸氏は
「目白学園遺跡資料室の見学や講演会、各種体
験コーナーなどからなり周辺地域を対象に実施
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することにより落合遺跡の普及・公開をはかる
とともに、目白学園と地域に結びつきをより深
め、地域の活性化の契機としたい。また、近隣
小・中学校に対しては地域との連携を深める目
的を持ち、「総合的な学習の時間」のための研修
の場としてや、今後の児童・生徒の社会科見学
会などに、より積極的に活用してもらう契機と
したいと考え、本企画の実施を計画した。」（5）
と記している。オリジナルな取り組みとして第
一回から継続して実施されている、落合遺跡解
説コーナ （ー「触れる展示コーナー」）、勾玉づく
り体験、火おこし体験、縄文クッキー教室、ガ
ラス玉づくり体験、土器づくり体験が催されて
いる。また、遺跡発掘調査現場公開など毎年新
たな企画が実施されている。平成23年（2011
年）７月31日の12回目となる遺跡フェスタで
は東日本大震災を受けて「がんばろう日本!!　
落合と東北とのつながり」をテーマに地域の遺
跡を活用した被災地支援を含めて実施された。
目白学園遺跡の発掘成果から、古代の東北と
関東の関わりを理解し、落合と震災で被害のあ
った東北とのかかわりを考え「絆」を深めるき
っかけとなればとして始まった今年度の遺跡フ
ェスタでの募金などは総額70,367円となり、８
月１日に全額を日本赤十字社を通じて義援金と
して寄付した（6）。
遺跡フェスタの運営ボランティア参加者は、
主に目白研心中学・高等学校の生徒となってい
る。縄文クッキー教室では、目白学園遺跡から
石皿などの堅果類を粉にする道具が出土してい
ること。また当時の気候から考えて、周辺には
照葉樹林が広がっていたと考えられていること
から、縄文人の食していたものを推察し、原材
料検討とレシピ作成が行われた。このレシピを
基に、教員指導の下、生徒主体で縄文クッキー
教室が実施された。その結果について、縄文ク
ッキー教室を主導した久保多賀子氏によれば次
のような効果があったと言う。（7）
• 参加者と中高生のコミュニケーションが深ま
り互いの親密度があがった。参加者は教員に
対するより気軽に様々なことが質問でき（縄
文クッキーだけではなく学生生活のことな
ど）満足度も上がったようである。
• 特に小学生は、教員が教えるより中高生が教
えたほうが緊張感も低く、自由な発想がで
き、個性あふれる縄文クッキーの形が出現し
た。
• 指導した中高生に責任と自覚が生まれ、質問
にも正確に答えられるようになった。参加者
に対する姿勢には今まで以上に真摯な様子が
うかがえた。特に参加者の年齢にあわせた対
応（言葉遣い・態度）ができる者が多かった
ことは特筆すべきことである。
• 今回のお手伝いが楽しく、次年度以降も続け
たいという生徒が増えた。
この結果から、生徒がボランティアとして参
加することで責任と自覚が生まれ、社会人とし
て必要な相手の年齢に合わせた対応ができるよ
うになり、地域連携型の社会学習になっている
ことがわかった。
生徒が参加することで地域に対して興味を持
つきっかけとなり、遺跡を通じて歴史に対する
探究心を育む契機となり、地域市民と関わり地
域社会と関わることで成長の糧となりうるであ
ろう。
目白大学からも毎年ボランティアとして学生
が参加しており、年々数も増えている。しかし
前述のアンケートでボランティア活動に関する
質問を行った結果では、学生のボランティア活
動への参加率は全体の13％（図５）に留まって
おり、「目白学園遺跡フェスタ」においても大学
生の参加は学芸員資格取得志望者など限られた
学生の参加である。まだまだ発展の余地があり
そうだ。
例えば、小学生の参加が多い「目白学園遺跡
フェスタ」は、将来教員を目指している学生に
とって小学生と触れ合う貴重な経験になるだろ
う。また、縄文クッキーを製作するうえでは、
製菓学科のお菓子作りの知識や技術も生かせる
のではないだろうか。
「目白学園遺跡」「ボランティア」についての
アンケート調査結果の学生のボランティアに参
加しない理由からも、「きっかけが得られない」
「身近に団体や活動内容に関する情報がない」
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が全体の71％（図６）を占めており、教員側か
らの情報発信によるきっかけづくりが求められ
ている。
ボランティアに参加したことがありますか
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図５　ボランティア参加率
ボランティア活動に参加していない理由はなんで
すか
身近に団体や活
動内容に関する
情報がない
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図６　ボランティアに参加していない理由
５　地域資源
１）染の小道
目白学園のある落合・中井地域は、昭和30年
代までは、神田川や妙正寺川の水を使って手書
き友禅や小紋などの染物の水洗いをする染色業
者が川沿いに軒を連ね、京都・金沢と並ぶ染め
の三大産地として全国にその名を知られてお
り、かつて伝統産業・伝統文化の街として賑わ
っていたという。いまでも落合・中井地域には、
その技術を受け継ぎ、新しい染色を提案する職
人・作家たちが集まっている。そのような伝統
産業・伝統文化の街として落合・中井を再び日
本・世界へ発信し、地域住民による伝統の共有
と地域の活性化を目指して、街全体を染め物の
ギャラリーに見立てたイベント「染の小道」が
企画された。2010（平成21年）年に始まり３回
目を迎えた平成23年２月18日～ 20日の３日間
は、妙正寺川に反物を架け渡し、商店街では50
本を越えるのれんが店の軒先を飾るという、街
全体を大きな美術館のような雰囲気に包む大が
かりなイベントが展開された（8）。
街全体で取り組むこの企画に、筆者は2011
年、社会学部地域社会学科３年の２人の学生と
ともにボランティアとして実行委員会の運営ス
タッフに参加した。さらに、学芸員資格の取得
を目指す学生21名（社会学部社会情報学科、同
メディア表現学科、同地域社会学科、外国語学
部日本語学科、人間学部人間福祉学科の３年
生）と教員もパンフレット配布などのボランテ
ィアに携わり、３日間のイベントを支援した。
企画段階の打ち合わせから参加した学生は地域
の方々との交流の機会を持つことで、学生にと
って、日常の学生生活とは異なった責任感が生
まれ、自分の意見をまとめ提案する機会ともな
った。また、地域の歴史、街づくりに興味を持
つきっかけともなった。今回、多くの発見があ
るなかで、これまでのパンフレット配布など運
営部分でのサポートばかりではなく、伝統文化
である「染」について深く学習することによっ
て、より主体的に参加していけるのではないだ
ろうか。
２）武蔵野大学の「むらさきプロジェクト」
武蔵野大学環境学部では、「環境プロジェク
ト」という体験型の授業が行われている。プロ
ジェクトテーマは「街づくり」や「環境教育を
通して社会貢献する」、「環境ビジネスを生み出
す」、「エコ商品の販売計画」など多岐にわたり、
従来から行われているプロジェクトに参加する
場合やこだわりのテーマを持つ学生は独自のテ
ーマを立ち上げることもできる。テーマが学外
と連携するような場合には、必要に応じて学外
（産・官・民）と連携する。
それぞれの学生はテーマごとにチームになっ
ているが、メンバーはこれらのテーマの中で２
カ月から３か月くらいの企画（時限テーマ）を
考えて、実行する。その過程をPDCAサイクル
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（Plan,DC,Check,Act）で報告しながら、スパイ
ラルアップをめざし、最長で２年半継続する
（2011年からは最長で２年間となっている）。
このように継続することのメリットは、夏休み
など長期の休暇も活動することができることに
ある。
授業時間には報告や連絡等が行われ、活動は
授業時間外となることが多いが、その活動・運営
はあくまで学生の自主性にまかされている（9）。
これらのプロジェクトのひとつに、本稿の目
白学園遺跡出土品資料室と地域連携、学生のボ
ランティア活動に生かすことができる可能性の
ある活動があったので、以下に紹介する。
プロジェクト名は「むらさきプロジェクト」
である。
「むらさき」とは、紅花と共に三大染料として
古代から珍重されてきた。その原料である紫草
は「むらさき科」に分類され、その科には次の
22種がある。
えぞむらさき　わすれなぐさ　ちしゃのき 
むらさき　いぬむらさき　まるばちしゃのき
ほたるかずら　さわるりそう　すなびきそう
みずたびらこ　たちかめばそう　きゅうりぐ
さ　つるかめばそう　はまべんけいそう　ひ
れはりそう　るりそう　やまるりそう　おお
はりそう　おおるりそう　おにるりそう 
みやまむらさき　はないばな
このうち「おおるりそう」と「るりそう」は、
その根から紫色の染料を得るとされるが、特に
鮮麗な紫の色素を得ることができるのは「むら
さき」だけである。
江戸時代には「むらさき」を使った「江戸紫」
の染物が流行し、武蔵野の多くの農家で栽培さ
れ一帯が「むらさき」の名産地になったといわ
れている。この地にはむらさき橋、むらさき通
りなど「むらさき」の名を残している場所が多
く存在し、古今和歌集にも詠まれている（10）。
しかし、明治時代以降は合成染料の登場によ
り商品価値を失い、「むらさき」自体も絶滅危惧
種に指定されるまでになってしまった。
この「むらさき」を武蔵野大学環境学部の一
学生が、環境側面からは絶滅危惧種の復活・再
生、地域文化的には「むらさき」の染料として
のアピールを目的にプロジェクトテーマとして
取り組んだ。このプロジェクトは2007年に始
まり、2010年に終了しているが、「むらさき」の
種の入手、種の特定、栽培方法のノウハウの聞
き取り、栽培、収穫、根から染料の成分として
のシコニンの抽出、そして染料製造という息の
長いプロジェクトであったという。
６ 　地域資源を活用した地域連携の可能性と新
たな展示方法の検討
１）目白大学むらさきプロジェクト提案
前述のように「むらさき」が栽培されていた
地域は広範囲であり、本学の所在する落合の地
も含まれる。そこでこの「むらさき」プロジェ
クトを本学の学生が引き継ぎ保護地として名乗
りを上げ、さらに伝統工芸に生かすことが考え
られる。
まず、栽培であるが、「むらさき」はプランタ
ーでの栽培が可能であり、武蔵野大学の栽培記
録（表３）でわかるように学生にも可能である。
つぎに武蔵野の地で行われていた染色業であ
るが、その歴史は、今から300年前、多摩郡松
庵（現在の杉並区松庵辺り）の杉田仙蔵という
豪農が武蔵野の紫草復活を思いたち、奥州南部
に出向いて栽培や染色法を習得し、武蔵野での
「むらさき（紫草）」栽培に成功し、井の頭池の
水を用いて鮮やかなむらさき染めを完成させた
という（11）。武蔵野の湧水を用いた染色業の伝統
は妙正寺側流域に広まり、目白学園のある中井
地区に定着し今日に至っているのである。
そして、本学の近郊の染工房と連帯し、学生
が育てた「むらさき」の根を使った染物を制作
していくこともできよう。そして、「染の小道」
の催事との連帯も考えられるのである。
「むらさき」栽培が、江戸文化の再現に繋がり
「染の小道」の名物にもなりうるであろう。地域
資源を生かした江戸文化の再現を通じて、地域
の歴史に触れることをきっかけに、学生の学習
研究の場となるであろう。
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表３　むらさき活動記録
２）目白大学学生の地域資源の認知度
「ボランティア」「地域貢献」についてのアン
ケート調査では、中井地区が染の街として栄え
ていたことを知らない学生の割合が80％以上
（知っている９％、知らない88％、無回答３％）
（図７）と地域の伝統産業に対しての認知度が
低いことがわかった。また、「染の小道」につい
ても、知らない学生の割合が90％以上（知って
いる７％、知らない90％、無回答３％）（図８）
と、2011年２月で第３回目とまだ始まってから
日が浅いこともあるためか、認知度が低くなっ
ている。
但し、地域貢献に携わるボランティアに 参
加してみたいと思っている学生が半数以上おり
（参加したい51％、参加したくない46％、無回
答３％）（図９）今後の地域との連携が期待でき
る。
３）成長する企画展提案
従来の目白学園遺跡出土品資料室の展示は出土
品を展示する常設展であった。施設規模の問題
もあるが、固定的な展示に留めることなく、学
中井が染の街として栄えていたことを 知っていま
すか
無回答
いいえ
はい
はい
8
9％
いいえ
81
88％
無回答
3
3％
図７　染の街「中井」の認知度
「染の小道」を知っていますか
無回答
いいえ
はい
はい
6
7％
いいえ
83
90％
無回答
3
3％
図８　「染の小道」認知度
地域貢献に携わるボランティアに参加してみたい
と思いますか
無回答
いいえ
はい
はい
47
51％
いいえ
42
46％
無回答
3
3％
図９　地域貢献ボランティア
生の学習研究の成果による企画展を加えるこ 
とで、施設をうまく使った新たな企画展示の場
にしてはどうだろうか。
前述の「むらさき」を利用した例で考えると、
第一展示「むらさきの栽培過程」第二展示「む
らさきの染過程」第三展示「「染の小道」との地
域連携を図り作品の展示」と各段階に分けた展
目白学園遺跡出土品資料室の活用 81
示を行っていく。学生活動が変化していくなか
で、その過程を展示にて公開していく。学生の
活動に合わせて資料室展示も成長する新しい展
示の方法を取り入れることで企画展示の可能性
が広がるのではないだろうか（図10）。
•むらさきの
　栽培 •むらさきの
　染課程
•むらさき染作品の
　展示
第 1展示
第 2展示
第 3展示
図10　成長する展示（むらさきを例）
おわりに
以上のように、目白学園遺跡出土品資料室の
活用を探るなかで、単なる遺跡資料室としてで
はなく、学生の学習研究の場、地域との連携の
場として活用の可能性があることを指摘した。
地域の特色も取り入れた企画展示活動を行って
いくことで、目白学園遺跡出土品資料室へ足を
運ぶことのなかった地域の人や１度訪れたきり
で再来のきっかけがなかった人に利用してもら
える機会となる。目白学園遺跡出土品資料室の
認知度も高まるであろう。大学の博物館、資料
室はモノの展示と研究に終わりかねない一般の
博物館に比べて、学生という資源を有しており、
「人々をつなげる」要素を秘めているのである。
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